










要約:愛知県における SIDS の発症頻度、発症時刻、発症月齢、発症時期などの特徴を明ら

かにするため、死亡小票をもとに疫学的調査を行った。名古屋市立大学 SIDS プロジェクト

委員会の広義の SIDSの定義に従って、SIDS の診断名がついているものと SIDS の可能性が

最も疑われるものを検討したところ、出生 1000 に対して 1987 年および 1988 年で、0.68

および 0.65であった。生後 7日以上 1才未満の中で、SIDS の占める死因別の頻度は 28.5%

で先天性心疾患の 22.5%、周産期異常の 15.9%等よりもはるかに高く一位を占めていた。同

様に、一ヶ月以降一才未満をとれば SIDS が 37.0%とさらに群を抜いて一位を占めていた。

死亡小票による調査の問題点と今後の対策について言及した。 


